
作品の展示会や、各種の説明会、その他様々な催し物に
以下の料金でご利用いただけます。蔵の前にはヴォーリ
ズ建築（アンドリュース記念館）が見える屋外スペース
もありますので、合わせてご利用可能です。

旧槽蔵には、ダウン症の書家 金澤翔子さんの書作品4点
を所蔵しています。これらの書作品とともに、蔵を 3 つ
の区画（約 24 ㎡）単位で展示ギャラリーとして以下の
料金でご利用いただけます。

ギャラリーのご利用については、９月～１２月までの
ご予約受付中です。詳しくは下記までご相談下さい。 ※１区画24㎡あたりの料金です

※１区画24㎡※１区画24㎡

江戸期創業の酒蔵跡を再活用した近江八幡の古き良き街並みの中にあるシェアードワークプレイス江戸期創業の酒蔵跡を再活用した近江八幡の古き良き街並みの中にあるシェアードワークプレイス

　

祖
は
朝
倉
氏
（
越
前
）
の
家
臣
で
（
現
、
竜
王
町
西
川
）
に
隠
遁
し
た
西
川
勘
右
衛
門
数
吉
で
あ
り
、
そ
の

子
利
右
衛
門
数
政
が
武
士
か
ら
商
人
に
な
り
近
江
八
幡
に
移
り
ま
し
た
。
現
在
の
資
料
館
の
旧
西
川
利
右
衛
門

家
で
あ
り
、
初
代
は
五
十
八
歳
で
没
し
ま
し
た
。
二
代
目
は
利
右
衛
門
重
数
で
、
重
数
の
子
が
分
家
し
独
立
し

た
の
が
初
代
で
西
川
庄
六
で
す
。

　

初
代
は
寛
文
六（
１
６
６
６
）
年
生
ま
れ
で
本
家
同
様
に
大
文
字
屋
と
称
し
大
（
ボ
ー
ダ
イ
）
と
唱
え
て
蚊
帳
、

繰
綿
、
真
綿
等
を
持
ち
下
り
商
内
の
基
礎
を
築
き
八
十
歳
で
没
し
ま
し
た
。

　

二
代
目
西
川
庄
六
（
通
称
利
兵
衛
）
は
元
禄
七（
１
６
９
４
）
年
に
生
ま
れ
初
代
の
業
を
継
承
し
刻
苦
精
励
し
、

五
十
二
歳
で
没
し
ま
し
た
。

　

三
代
目
西
川
庄
六
は
本
家
四
代
目
西
川
利
右
衛
門
数
常
の
子
で
十
六
歳
の
時
に
養
嗣
子
に
迎
え
ら
れ
、
享
保

七
（
１
７
４
４
）
年
に
養
父
の
死
去
に
よ
り
家
督
を
継
ぎ
三
代
目
西
川
庄
六
、
諱
を
数
久
と
改
め
ま
し
た
。 

　

祖
業
で
あ
る
畳
表
緑
地
、
蚊
帳
の
他
に
琉
球
黒
糖
を
取
り
扱
い
、
貴
重
品
で
あ
る
砂
糖
は
引
く
手
数
多
で
商

い
は
盛
況
を
極
め
ま
し
た
。
ま
た
、
実
父
四
代
目
利
右
衛
門
の
支
援
を
得
て
江
戸
日
本
橋
に
出
店
、
西
川
庄
六

家
の
最
盛
期
を
築
い
た
と
言
わ
れ
て
ま
す
。
ま
た
、佃
房
原
元(

つ
く
だ
げ
ん
げ
ん)

の
門
に
入
り「
可
昌
」と
号
し
、

多
く
の
秀
句
を
残
し
ま
し
た
。
北
陸
地
方
、
中
国
地
方
の
俳
人
と
よ
く
交
わ
り
加
賀
千
代
女
と
も
交
友
が
あ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
出
店
や
商
い
先
へ
の
往
来
に
伴
い
各
地
で
吟
行
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
近
江

商
人
の
家
庭
で
は
、
謡
曲
・
和
歌
・
俳
諧
・
囲
碁
・
蹴
鞠
・
浄
瑠
璃
・
華
道
・
茶
道
等
を
嗜
み
、
家
業
の
為
高

度
な
商
才
が
必
要
と
さ
れ
る
と
共
に
高
度
な
教
養
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
寛
政
七
（
１
７
９
５
）
年
に
五

十
三
歳
で
死
去
し
た
が
、
九
人
の
子
宝
に
も
恵
ま
れ
、
長
男
は
本
家
利
右
衛
門
家
を
継
ぎ
（
七
代
目
西
川
利
右

衛
門
）、
次
男
は
亀
蔵
家
の
初
代
、
三
男
が
四
代
目
西
川
庄
六
と
な
り
ま
し
た
。
四
男
は
理
左
衛
門
家
を
新
た

に
興
し
ま
し
た
。四
代
目
は
庄
六
は
数
賀
と
称
し
、妻
は
利
右
衛
門
家
六
代
の
五
女
を
娶
り
ま
し
た
。文
化
元（
１

８
０
４
）
年
四
十
六
歳
で
没
し
ま
し
た
。

　

五
代
目
は
数
居
、
十
九
歳
で
継
ぎ
商
勢
の
拡
大
を
図
り
節
約
の
家
風
を
守
り
家
業
の
繁
栄
に
務
め
巨
万
の
蓄

財
を
得
ま
し
た
。
三
代
目
同
様
に
佃
房
の
門
に
入
り
俳
句
を
好
み
多
く
の
名
士
を
招
き
師
事
し
ま
し
た
。
五
人

の
子
女
が
あ
り
長
女
は
西
川
仁
右
衛
門
家
に
嫁
ぎ
、
長
男
六
代
目
庄
六
、
三
男
は
十
代
目
利
右
衛
門
家
に
次
女

は
七
代
目
庄
六
家
の
室
と
な
り
ま
し
た
。
六
代
目
庄
六
は
数
利
と
称
し
、
俳
号
を
「
可
積
」
と
い
い
、
子
が
な

く
一
族
の
西
川
徳
蔵
家
三
代
か
ら
嗣
子
得
て
、
三
十
五
歳
で
没
し
ま
し
た
。
七
代
目
庄
六
は
数
富
と
称
し
同
族

の
徳
蔵
家
五
代
目
次
女
エ
イ
を
娶
り
ま
し
た
。
八
代
目
は
数
興
は
一
燈
園
西
田
天
香
師
に
山
科
の
広
大
な
土
地

を
寄
贈
し
ま
し
た
。
東
京
熱
海
軽
井
沢
と
別
邸
を
設
け
商
勢
は
益
々
隆
盛
を
極
め
、六
十
七
歳
で
没
し
ま
し
た
。

　

九
代
目
は
先
代
の
後
妻
の
弟
、
隆
之
介
で
長
浜
の
大
塚
家
よ
り
入
家
し
西
川
仁
右
衛
門
家
八
代
目
の
次
女
を

妻
と
し
、
七
十
五
歳
で
没
し
ま
し
た
。
十
代
目
庄
六
は
数
宗
と
称
し
、
昭
和
五
（
１
９
３
０
）
年
東
京
で
生
ま

れ
ま
し
た
。砂
糖
、綿
花
、扇
子
と
祖
業
を
継
承
し
一
貫
し
た
経
営
は
近
江
商
人
の
中
で
も
数
少
な
い
存
在
で
す
。

　

今
も
尚
、
近
江
八
幡
に
本
宅
を
置
き
、
そ
の
家
屋
は
豪
商
と
し
て
の
典
型
的
な
商
家
の
姿
を
止
め
て
い
ま
す
。

幕
末
明
治
維
新
の
動
乱
期
を
乗
り
越
え
、
第
一
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
不
自
由
な
統
制
経
済

時
代
を
乗
り
越
え
今
日
に
至
り
、
先
祖
の
慰
霊
物
故
者
へ
の
感
謝
が
精
神
的
支
柱
と
な
っ
て

順
調
な
事
業
の
発
展
を
し
、
近
江
八
幡
開
町
四
三
〇
年
の
八
幡
商
人
の
神
髄
が
こ
こ
に
証
さ

れ
、
企
業
努
力
が
現
在
の
繁
栄
へ
と
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

◆
西
川
庄
六
商
店
は
県
指
定
文
化
財
（
非
公
開
：
西
川
庄
六
邸
を
店
舗
と
し
て
運
営
当
時
の
商
人
屋
敷
を
保
存
し
、　

利
用
し
て
い
ま
す
。）
営
業
日
：
土
日
祝
日
の
み　

営
業
時
間
：
九
時
三
十
分
〜
五
時

　

メ
ル
ク
ロ
ス
株
式
会
社　

本
社 

東
京
都
中
央
区
日
本
橋　

代
表
取
締
役 

社
長
西
川
宗
行
氏

新町　西川庄六邸
※参考文献　近江八幡人物伝　近江八幡郷土史会刊より抜粋　

【
大
文
屋

　
　西
川
庄
六
】（
新
町
） 

答え…
ヴォーリズ
中小森町
A・Yさん
土田町
B・Yさん
鷹飼町
A・Uさん
池田町
K・Hさん
西本郷町
N・Yさん

    　
　
西
川
庄
六
は
俳
人
佃
房
原
元(

つ
く
だ
げ
ん
げ
ん)

の
門
下
と
な
り

　
　
　
優
れ
た
句
を
残
し
ま
し
た
。「
可
昌
」
と
号
し
た
の
は
何
代
目
庄
六
で
し
ょ
う
。

　
抽
選
で
5
名
様

　
　
葦
菓
子
と
喫
茶
券
ペ
ア
を
差
し
上
げ
ま
す

   

◆
ご
希
望
の
方
は
答
え
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、

　
　
官
製
は
が
き
又
は
F
A
X
で
ご
応
募
下
さ
い
。
抽
選
で
お
送
り
し
ま
す
。

　
　
（
応
募
締
切
は
9
月
５
日
必
着
）
当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

    　
　
西
川
庄
六
は
俳
人
佃
房
原
元(

つ
く
だ
げ
ん
げ
ん)

の
門
下
と
な
り

　
　
　
優
れ
た
句
を
残
し
ま
し
た
。「
可
昌
」
と
号
し
た
の
は
何
代
目
庄
六
で
し
ょ
う
。

　
抽
選
で
5
名
様

　
　
葦
菓
子
と
喫
茶
券
ペ
ア
を
差
し
上
げ
ま
す

   

◆
ご
希
望
の
方
は
答
え
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、

　
　
官
製
は
が
き
又
は
F
A
X
で
ご
応
募
下
さ
い
。
抽
選
で
お
送
り
し
ま
す
。

　
　
（
応
募
締
切
は
9
月
５
日
必
着
）
当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

当選者発表

だ
い
も
ん
じ
や
　
　

  

に
し
か
わ
し
ょ
う
ろ
く

こ
え

け
む
り



大嶋奥津嶋神社

写真：前出のむべ家　むべパンフレットより抜粋
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